
新しい「食品有機物・庭有機物（FOGO）」ビンシステム
について知りましょう。

FOGOを試し
てみましょう
習慣に慣れた人でも、この新しいビン
システムに慣れることができます。

FOGOがどこへ行くのか、分別の知識
をテストする方法などについては、ウェ
ブサイトで学べます。

習慣づくりのヒント
•	 	FOGOから作られた堆肥を購入できることをご存じで
すか？お近くの販売場所は公式ウェブサイトで確認で
きます。お庭がきっと喜びます！

•	 	すべての食品の残りはFOGOビンへ入れましょう。小さ
なものも含め、すべての食べ残しをFOGOに移すこと
で、赤いビンのスペースが空き、より清潔に保てます。

•	 	害虫やにおいを防ぐために、キャディのライナーは2
〜3日ごとに交換し、定期的に洗いましょう。

•	 	熱いお湯ですすぎ、少量の酢を加えるだけで、強い化
学薬品を使わずにキャディを清潔に保てます。キャディ
は食洗機にも対応しています。

•	 	においを抑えるため、FOGOビンのふたは閉じたまま
にし、日陰に置きましょう。

FOGOとは？
それは、ごみの出し方をより良い習慣にしていくことです。

FOGOはまず、一戸建て住宅および5戸以下の集合
住宅から導入されます。ライムグリーンのフタ付きご
み箱には、住民の食品ごみと庭ごみのみを入れます。
さらに、キャディ（キッチン用の小型生ごみ容器）と、
家庭で簡単に生ごみを分別できるよう、堆肥化可能
なライナーが1年分無料で配布されます。

City of Perthでは、食品ごみと庭ごみ専用のごみ
箱の導入を進めています。

食品ごみや庭ごみを分別することで、それらが埋
立地に送られるのを防ぎ、土壌を豊かにする堆
肥へと再利用できます。

新しい習慣を身につけるには時間と努力が必要
ですが、より清潔で環境にやさしいCity of Perth
をつくるために大切な取り組みです。

さらにサポートが必要ですか？
	 info@cityofperth.wa.gov.au
	 (08) 9461 3333

 	 perth.wa.gov.au/fogo



新しい習慣を始める時です
「これはFOGOに入りますか？」City of Perthでは、食品の残
りや食品ごみは庭ごみと一緒にFOGOビンに入れます。

FOGOビン

	 食べ残し
	 果物・野菜
	 肉・骨
	 パン・乳製品
	 ご飯・パスタ
	 キャディ用ライナ
ー
	 残り物

	 期限切れの食品
	 卵の殻
	 貝殻
	 コーヒーかす
	 シリアル
	 芝生の刈り草
	 小さな枝
	 花・葉

黄色のふたのリサイクルビンに分別する
際、10セントのマークが付いた容器（ガラ
ス、缶、紙パック）を分けておく習慣をつけ
ましょう。
それらを市内のAberdeen Streetにある
Containers for Change回収所に持っていく
と、リサイクルされ、返金を受け取るか寄付
することができます。

交換して受け取る

一般ごみビン

	 おむつ、衛生用品

	 破損した繊維

	 ペットのふん、ペット
用トイレ砂、ペット用
寝具

	 髪の毛や動物の毛

	 コンポスト可能な食
器、カップ、包装

	 プラスチックのふた、
発泡スチロール
	 ティッシュ、ペーパー
タオル、ティーバッグ
	 食品で汚れた紙製包
装、肉トレイ
	 使い捨てのスプーン
やフォーク
	 プラスチック袋

リサイクルビン

	 細断されていない紙

	 新聞、段ボール、缶、プ
ラスチックボトル

	 容器、紙パック、ガラス
びん

	 ふたを外した容器

このガイドを使ってFOGOについて理解しましょう。


